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連 結 注 記 表
1. 連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

（1）連結の範囲に関する事項
① 連結子会社の状況

連結子会社の数………２社
主要な連結子会社の名称……㈱ワールドフードサービス

② 非連結子会社の状況
該当する子会社はありません。

（2）持分法の適用に関する事項
関連会社はありません。

（3）連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社の事業年度末日は、いずれも３月末日であり、連結決算日と同一でありま

す。
（4）会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法

有価証券の評価基準及び評価方法
その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの … 時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却
原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等 … 主として移動平均法による原価法
棚卸資産の評価基準及び評価方法
主として総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によって

おります。ただし、肥育牛については、個別法による原価法（収益性の低下による簿
価切下げの方法）によっております。
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② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
有形固定資産
（リース資産を除く）

………定率法によっております。
ただし、1998年４月１日以降取得した建物 (建物附属設備を

除く）並びに2016年４月１日以降取得した建物附属設備及び構
築物については、定額法によっております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物及び構築物 ４年～47年
機械装置及び運搬具 ３年～15年

無形固定資産
（リース資産を除く）

………定額法によっております。
なお、主な償却年数は次のとおりであります。
ソフトウエア（自社利用分）５年（社内における利用可能期
間）

リース資産………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零として算定する定額
法によっております。

③ 重要な引当金の計上の方法
貸 倒 引 当 金……債権等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については

貸倒実績率による計算額を、貸倒懸念債権等特定の債権につい
ては個別に回収可能性を検討して、回収不能見込額を計上して
おります。

賞 与 引 当 金……従業員賞与の支払に備え、支給見込額のうち当連結会計年度負
担分を計上しております。

役員賞与引当金……役員賞与の支払に備え、支給見込額のうち当連結会計年度負担
分を計上しております。

執行役員退職慰労引当金……執行役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規による期末要
支給額を計上しております。
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④ 繰延資産の処理方法
社 債 発 行 費……支出時に全額費用処理しております。

⑤ 退職給付に係る会計処理の方法
退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定に当たり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰
属させる方法については、給付算定式基準によっております。
数理計算上の差異の費用処理方法
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間
以内の一定の年数（9年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結
会計年度から費用処理することとしております。

⑥ 収益及び費用の計上基準
当社グループは、以下の５ステップアプローチに基づき、収益を認識しております。
ステップ１：顧客との契約を識別する
ステップ２：契約における履行義務を識別する
ステップ３：取引価格を算定する
ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する
ステップ５：企業が履行義務の充足時に収益を認識する
収益及び費用の計上基準
当社グループは、食肉の販売並びに食肉加工品の製造及び販売を行っており、このよ
うな製品の販売については、製品の引渡時点において顧客が当該製品に対する支配を
獲得することから、履行義務を充足されると判断しており、当該製品の引渡時点で収
益を認識しております。ただし、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転されるまで
の期間が通常の期間であるため、出荷時点で収益を認識しております。また、一部の
製品における収益について、顧客への財又はサービスの提供における当社の役割が代
理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から仕入先等に支払う額を控除
した純額で収益を認識しております。
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（会計基準等の改正等に伴う会計方針の変更）
(1)「収益認識に関する会計基準」等の適用
1. 会計方針の変更の内容及び理由
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当連結

会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当
該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしまし
た。
これにより、売上リベート等の顧客に支払われる対価については、従来、販売費及び一

般管理費として処理する方法によっておりましたが、取引価格から減額する方法に変更し
ております。また、一部の商品における収益について、従来は、顧客から受け取る対価の
総額で収益を認識しておりましたが、顧客への財又はサービスの提供における当社の役割
が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から仕入先等に支払う額を控除
した純額で収益を認識することとしております。
なお、当該会計基準等の適用については、当該会計基準第84項ただし書きに定める経過

的な取扱いに従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した
場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から
新たな会計方針を適用しております。
ただし、当該会計基準第86項に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前まで

に従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を
遡及適用しておりません。
また、当該会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首

より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基
づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減し
ております。
2. 連結計算書類の主な項目に対する影響額
従来の方法と比べて、当連結会計年度の連結貸借対照表は、「流動負債」の「未払金」が

128,155千円減少し、「流動負債」の「その他」が128,155千円増加しております。当連
結会計年度の連結損益計算書は、売上高は854,278千円減少、売上原価は72,465千円減
少、販売費及び一般管理費は781,812千円減少しましたが、営業利益、経常利益及び親会
社株主に帰属する当期純利益に影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高及び１
株当たり情報に与える影響はありません。
3. 会計方針の変更に伴う表示方法の変更
前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び

売掛金」は、当連結会計年度より「売掛金」に区分表示しております。
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(2)「時価の算定に関する会計基準」の適用
「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価

算定会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項
及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項
に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来に
わたって適用することとしております。なお、当連結会計年度に係る連結計算書類に与える
影響はありません。

（会計上の見積りに関する注記）
会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目であっ

て、翌連結会計年度に係る連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のと
おりです。

繰延税金資産 71,806千円 繰延税金負債 173,964千円
繰延税金資産の認識は、将来の事業計画に基づく課税所得の発生時期及び金額によって見

積っております。当該事業計画に含まれる将来の家計の消費動向による収益予測及び、輸入
原材料や国産原材料の仕入価格などの費用予測には一定の不確実性が伴い、将来の不確実な
経済状況及び当社の経営状況の影響を受け、実際に生じた時期及び金額が見積りと異なった
場合、翌連結会計年度以降の連結計算書類において認識する金額に重要な影響を与える可能
性があります。

（追加情報）
訴訟関連
当社は、2019年９月17日に債務不履行に基づく建物明渡等の訴訟を受けました。当該訴

訟は、当社の直売店である「レッケルバルト栃木本店」が賃借している土地建物の一部につ
いて明け渡しの請求を受けているもので、2022年４月26日に宇都宮地方裁判所栃木支部よ
り、当該土地建物について明け渡しを命ずる判決が言い渡されました。当該判決に基づき使
用が見込まれなくなった当該建物について帳簿価額を備忘価額まで減損し、減損損失として
特別損失に計上しております。また、当該建物の取壊費用を固定資産除却損として特別損失
に計上しております。
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2. 連結貸借対照表に関する注記
（1）有形固定資産の減価償却累計額 9,068,557千円
（2）担保に供している資産及び担保に係る債務
① 担保に供している資産

建 物 及 び 構 築 物 907,299千円
機械装置及び運搬具 97,155千円
土 地 1,371,969千円

計 2,376,423千円
② 担保に係る債務

短 期 借 入 金 1,345,628千円
長 期 借 入 金 672,348千円

計 2,017,976千円

（3）偶発債務
当社は、2018年11月19日にスターゼン株式会社より株式会社シンコウフーズと共同
で訴訟の提起を受けました。当該訴訟は、株式会社シンコウフーズが保有する特定加熱食
肉製品の製造方法に関する特許権（特許第5192595号）を侵害するとして、同製品の製
造・販売等の差し止め及び損害賠償請求を内容とするものであり、現在係争中でありま
す。
なお、本件訴訟が当社グループの今後に与える影響につきましては、現時点で合理的に

予測することは困難であります。
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3. 連結損益計算書に関する注記
減損損失に関する事項
減損損失の内訳

場所 用途 種類 減損損失
栃木県栃木市 事業用資産 建物 7,135千円
栃木県那須塩原市 遊休資産 土地 267千円
当社グループは、原則として事業用資産、賃貸用資産及び遊休資産の区分にて資産のグル

ープ化を行い、事業用資産については単一の事業体を、賃貸用資産及び遊休資産については
個別資産をグルーピングの最小単位としております。連結子会社については会社単位を基準
にグルーピングを行っております。
当連結会計年度において、収益性の低下した事業用資産及び遊休資産について帳簿価額を

回収可能価額まで減額し、当該減少額267千円を減損損失として特別損失に計上しておりま
す。
なお、遊休資産の回収可能価額は、正味売却価額により測定しており、固定資産税評価額

等により評価しております。
また、訴訟の判決により一部直売店の建物について明け渡しを命じられております。当該

判決に基づき使用が見込まれなくなった建物について備忘価額まで減損し、当該減少額
7,135千円を減損損失として特別損失に計上しております。

4. 連結株主資本等変動計算書に関する注記
（1）当連結会計年度の末日における発行済株式の総数

普通株式 2,102,000株
（2）配当に関する事項
当期中に行った剰余金の配当に関する事項
普通株式の配当に関する事項
① 配当金額 30,804千円
② １株当たり配当金額 15円00銭
③ 基準日 2021年３月31日
④ 効力発生日 2021年６月28日
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基準日が当連結会計年度に属する配当のうち配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
本総会（第72回定時株主総会）において、次のとおり付議しております。
普通株式の配当に関する事項
① 配当金額 41,072千円
② 配当の原資 利益剰余金
③ １株当たり配当金額 20円00銭
④ 基準日 2022年３月31日
⑤ 効力発生日 2022年６月27日

5. 金融商品に関する注記
１ 金融商品の状況に関する事項
(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、食肉及び食肉加工品の製造販売を行うための設備投資計画に照らして、
必要な資金(主に銀行借入)を調達しております。一時的な余資は短期的な預金等に限定し、
また、運転資金は銀行等金融機関からの借入等により調達しております。なお、デリバテ
ィブ取引は行わない方針であります。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク
営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。投資有価証券は、主

に取引先企業との業務に関連する株式であり、市場価格の変動リスクに晒されております。
営業債務である買掛金及び未払金は、１年以内の支払期日であります。短期借入金は、

主に運転資金を目的としたものであり、また、社債、長期借入金及びファイナンス・リー
ス取引に係るリース債務は、主に設備投資に必要な資金の調達を目的としたものでありま
す。なお、償還日は決算日後、最長で８年後であります。

(3) 金融商品に係るリスク管理体制
① 信用リスク(取引先の契約不履行等に係るリスク)の管理

当社は、顧客毎の与信限度額に従い、営業債権について、営業管理部が主要な取引先の
状況を定期的にモニタリングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務
状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。連結子会社について
も、顧客毎の与信限度額に応じて、同様の管理を行っております。
当期の連結決算日現在における最大信用リスク額は、信用リスクに晒される金融資産の

貸借対照表価額により表わされています。
② 市場リスク(為替や金利等の変動リスク)の管理

投資有価証券については、定期的に時価や発行体(取引先企業)の財務状況等を把握し、
また、取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。
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③ 資金調達に係る流動性リスク(支払期日に支払いを実行できなくなるリスク)の管理
当社は、経理部が適時に資金繰計画を作成・更新することにより、流動性リスクを管理

しております。
(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に
算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでい
るため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することもあります。

(5) 信用リスクの集中
当期の連結決算日現在における営業債権のうち７％が特定の大口顧客に対するものであ

ります。

２ 金融商品の時価等に関する事項
2022年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれら

の差額については、次のとおりであります。なお、市場価格の無い株式等は、次表には含め
ておりません((注２)を参照ください。)。また、現金は注記を省略しており、預金、売掛金、
買掛金、短期借入金、未払金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、
注記を省略しております。

（単位：千円）
区 分 連結貸借対照表計上額 時 価 差 額

投資有価証券
その他有価証券 1,384,087 1,384,087 ―

資産計 1,384,087 1,384,087 ―
（1）長期借入金 1,734,891 1,729,288 △5,602
（2）社債 240,000 239,964 △35
（3）リース債務 1,363,069 1,347,319 △15,750

負債計 3,337,960 3,316,571 △21,388
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（注１） 有価証券に関する事項
投資有価証券
その他有価証券の当連結会計年度中の売却額は95,804千円であり、売却益の合計は69,158
千円であります。また、その他有価証券において、種類ごとの取得価額、連結貸借対照表計
上額及びこれらの差額については、次のとおりであります。

（単位：千円）
種類 取得原価 連結貸借対照表計上額 差額

連結貸借対照表計
上額が取得原価を
超えるもの

株式 722,441 1,313,632 591,191

小計 722,441 1,313,632 591,191

連結貸借対照表計
上額が取得原価を
超えないもの

株式 80,440 70,454 △9,986

小計 80,440 70,454 △9,986

合計 802,882 1,384,087 581,205

（注２） 市場価格のない株式等
(単位：千円)

区分 連結貸借対照表計上額

非上場株式 98,825
これらについては、「その他有価証券」には含めておりません。

（注３） 社債、長期借入金及びリース債務の連結決算日後の返済予定額
（単位：千円）

１年以内 １年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内

社債 40,000 ― ― ― 200,000

長期借入金 529,109 439,316 393,250 205,111 116,253

リース債務 493,505 363,205 230,593 156,142 93,163

合計 1,062,614 802,521 623,843 361,253 409,416
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３ 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以

下の３つのレベルに分類しております。
レベル１の時価： 同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算

定した時価
レベル２の時価： レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用

いて算定した時価
レベル３の時価： 重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプ
ットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価
を分類しております。

(1) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
（単位：千円）

区 分
時 価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券
その他有価証券 1,384,087 ― ― 1,384,087

計 1,384,087 ― ― 1,384,087

(2) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
（単位：千円）

区 分
時 価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
長期借入金 ― 1,729,288 ― 1,729,288
社債 ― 239,964 ― 239,964
リース債務 ― 1,347,319 ― 1,347,319

計 ― 3,316,571 ― 3,316,571

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
投資有価証券
上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、
その時価をレベル１の時価に分類しております。
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社債
当社の発行する社債の時価は、元利金の合計額と、当該社債の残存期間及び信用リスクを加味し
た利率を基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

長期借入金及びリース債務
これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、
割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

6. 賃貸等不動産に関する注記
（1）賃貸等不動産の状況に関する事項

当社及び一部の子会社では、栃木県その他の地域において、賃貸等不動産（土地を含む）
を有しております。

（2）賃貸等不動産の時価に関する事項
連結貸借対照表計上額 時 価

282,497千円 499,018千円
（注１） 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であ

ります。
（注２） 当連結会計年度末の時価は、主として社外の不動産鑑定士による原則的時価算定に基づく金額で

あります。

7. 収益認識に関する注記
（1）顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当連結会計年度
食肉加工品部門 12,219,421千円
惣菜その他加工品部門 5,198,109千円
食肉部門 11,937,029千円
その他部門 122,881千円
顧客との契約から生じる収益 29,477,441千円
その他の収益 ―千円
外部顧客への売上高 29,477,441千円

（注）「その他部門」は外食部門等であります。
（2）収益を理解するための基礎となる情報

顧客との契約における履行義務の充足の時期、取引価格及び履行義務への配分額の算定
方法については、「1.連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
(4)会計方針に関する事項⑥収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。
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8. １株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 1,868円07銭
（2）１株当たり当期純利益 85円11銭

9. 記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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個 別 注 記 表
1. 重要な会計方針に係る事項に関する注記

（1）資産の評価基準及び評価方法
有価証券の評価基準及び評価方法
子会社株式…………移動平均法による原価法
その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの……時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却
原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等……主として移動平均法による原価法
棚卸資産の評価基準及び評価方法
商品・製品・原材料・仕掛品

……総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）
貯蔵品 ……最終仕入原価法

（2）固定資産の減価償却方法
有形固定資産
（リース資産を除く）

……定率法によっております。
ただし、1998年４月１日以降取得した建物（建物附属設備を除

く）並びに2016年４月１日以降取得した建物附属設備及び構築物
については、定額法によっております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物 ７年～47年
機械及び装置 ３年～15年

無形固定資産
（リース資産を除く）

……定額法によっております。
なお、主な償却年数は次のとおりであります。
ソフトウエア（自社利用分）５年（社内における利用可能期間)

リ ー ス 資 産……所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零として算定する定額法
によっております。
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（3）引当金の計上基準
貸 倒 引 当 金……債権等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸

倒実績率による計算額を、貸倒懸念債権等特定の債権については
個別に回収可能性を検討して、回収不能見込額を計上しておりま
す。

賞 与 引 当 金……従業員賞与の支払に備え、支給見込額のうち当期負担分を計上し
ております。

役員賞与引当金……役員賞与の支払に備え、支給見込額のうち当期負担分を計上して
おります。

退職給付引当金……従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付
債務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。
退職給付引当金及び退職給付費用の処理方法は以下のとおりです。
①退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末

までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっ
ております。
②数理計算上の差異の費用処理方法
数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平

均残存勤務期間以内の一定の年数（９年）による定額法により按
分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとし
ております。
退職給付に係る未認識数理計算上の差異の会計処理の方法は、

連結計算書類におけるこれらの会計処理の方法と異なっておりま
す。

執行役員退職慰労引当金……執行役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規による期末要支
給額を計上しております。

債務保証損失引当金……子会社の保証債務の履行に伴う損失に備えるため、各社の財産状
況及び損益状況を勘案し、損失負担見込額を計上しております。

（4）繰延資産の処理方法
社 債 発 行 費……支出時に全額費用処理しております。
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（5）収益及び費用の計上基準
当社は、以下の５ステップアプローチに基づき、収益を認識しております。
ステップ１：顧客との契約を識別する
ステップ２：契約における履行義務を識別する
ステップ３：取引価格を算定する
ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する
ステップ５：企業が履行義務の充足時に収益を認識する
収益及び費用の計上基準
当社は、食肉の販売並びに食肉加工品の製造及び販売を行っており、このような製品の
販売については、製品の引渡時点において顧客が当該製品に対する支配を獲得すること
から、履行義務を充足されると判断しており、当該製品の引渡時点で収益を認識してお
ります。ただし、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転されるまでの期間が通常の期
間であるため、出荷時点で収益を認識しております。また、一部の製品における収益に
ついて、顧客への財又はサービスの提供における当社の役割が代理人に該当する取引に
ついては、顧客から受け取る額から仕入先等に支払う額を控除した純額で収益を認識し
ております。

（会計基準等の改正等に伴う会計方針の変更）
連結計算書類「注記事項（会計基準等の改正等に伴う会計方針の変更）」に記載した内容

と同一であります。
（会計上の見積りに関する注記）
会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事

業年度に係る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。
繰延税金資産 71,806千円 繰延税金負債 172,309千円

連結計算書類「注記事項（会計上の見積りに関する注記）」に記載した内容と同一であり
ます。
（追加情報）
訴訟関連
当社は、2019年９月17日に債務不履行に基づく建物明渡等の訴訟を受けました。当該訴
訟は、当社の直売店である「レッケルバルト栃木本店」が賃借している土地建物の一部につ
いて明け渡しの請求を受けているもので、2022年４月26日に宇都宮地方裁判所栃木支部よ
り、当該土地建物について明け渡しを命ずる判決が言い渡されました。当該判決に基づき使
用が見込まれなくなった当該建物について帳簿価額を備忘価額まで減損し、減損損失として
特別損失に計上しております。また、当該建物の取壊費用を固定資産除却損として特別損失
に計上しております。
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2. 貸借対照表に関する注記
（1）関係会社に対する金銭債権・債務（区分表示したものを除く）

短 期 金 銭 債 権 204千円

（2）有形固定資産の減価償却累計額 8,852,979千円

（3）担保に供している資産及び担保に係る債務
① 担保に供している資産

建 物 906,644千円
構 築 物 654千円
機 械 及 び 装 置 97,155千円
土 地 1,371,969千円

計 2,376,423千円
② 担保に係る債務

短 期 借 入 金 1,020,000千円
１年内返済長期借入金 325,628千円
長 期 借 入 金 672,348千円

計 2,017,976千円

（4）保証債務
関係会社の金融機関からの借入金に対して、次のとおり保証を行っております。
㈱ワールドフードサービス 16,980千円

（5）偶発債務
当社は、2018年11月19日にスターゼン株式会社より株式会社シンコウフーズと共同

で訴訟の提起を受けました。当該訴訟は、株式会社シンコウフーズが保有する特定加熱食
肉製品の製造方法に関する特許権（特許第5192595号）を侵害するとして、同製品の製
造・販売等の差し止め及び損害賠償請求を内容とするものであり、現在係争中でありま
す。
なお、本件訴訟が当社の今後に与える影響につきましては、現時点で合理的に予測する

ことは困難であります。
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3. 損益計算書に関する注記
（1）関係会社との取引高

営 業 取 引
仕 入 高 51,778千円
その他の営業取引高 15千円
営業取引以外の取引高 2,508千円

（2）減損損失に関する事項
減損損失の内訳

場所 用途 種類 減損損失
栃木県栃木市 事業用資産 建物 7,135千円
栃木県那須塩原市 遊休資産 土地 267千円
当社は、原則として事業用資産、賃貸用資産及び遊休資産の区分にて資産のグループ化を

行い、事業用資産については単一の事業体を、賃貸用資産及び遊休資産については個別資産
をグルーピングの最小単位としております。
当事業年度において、遊休資産について帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額

267千円を減損損失として特別損失に計上しております。
なお、遊休資産の回収可能価額は、正味売却価額により測定しており、固定資産税評価額

等により評価しております。
また、訴訟の判決により一部直売店の建物について明け渡しを命じられております。当該

判決に基づき使用が見込まれなくなった建物について、備忘価額まで減損し、当該減少額
7,135千円を減損損失として特別損失に計上しております。

4. 株主資本等変動計算書に関する注記
当期末における自己株式の数
普通株式 48,369株
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5. 税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産
税務上の繰越欠損金 1,664千円
退職給付引当金 95,420千円
賞与引当金 34,404千円
未払事業税 8,915千円
貸倒引当金 16,979千円
その他 108,012千円
繰延税金資産小計 265,395千円
税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △1,664千円
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △191,925千円
評価性引当額小計 △193,589千円
繰延税金資産計 71,806千円

繰延税金負債
その他有価証券評価差額金 △172,309千円
繰延税金負債計 △172,309千円
繰延税金負債の純額 △100,503千円
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6. 関連当事者との取引に関する注記
（1）親会社及び法人主要株主等

種類 会社等
の名称 住所

資本金
又は
出資金
（百万円）

事業の
内 容

議決権
等の被
所有割
合(％)

関係内容
取引の
内 容

取引金額
（千円） 科目 期末残高

（千円）役員の
兼任等

事業上
の関係

法人主
要株主

伊藤忠
商事㈱

東京都
港 区 253,448

総 合
商 社

直接
15.3 ―

― 製品の
販売 147,910 売掛金 17,870

原料・
商品の
仕入

原料・
商品の
購入

1,163,441 買掛金 146,388

法人主
要株主
の子会
社

プリマ
ハム㈱

東京都
品川区 7,908

食品の
製造・
販売会
社

― ―
― 製品の

販売 1,160,517 売掛金 107,685

原料・
商品の
仕入

原料・
商品の
購入

1,056,248 買掛金 160,411

（注） 上記金額のうち、取引金額は消費税等を含んでおりません。
取引条件及び取引条件の決定方針等
1. 製品の販売については、一般の取引条件と同様に決定しております。
2. 原料・商品の仕入については、伊藤忠商事㈱及びプリマハム㈱以外からも複数の見積りを入手し、市
場の実勢価格を勘案して発注先及び価格を決定しております。
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（2）子会社及び関連会社等

種類 会社等
の名称 住所

資本金
又は
出資金
（千円）

事業の
内 容

議決権
等の
所有割
合(％)

関係内容
取引の
内 容

取引金額
（千円） 科目 期末残高

（千円）役員の
兼任等

事業上
の関係

子会社
㈱ワー
ルドフ
ードサ
ービス

宮城県
角田市 20,000 飲食業 直接

100.0
兼任
１人 ―

資金の
貸付 ―

関係会
社長期
貸付金

51,738

貸倒引
当金の
繰入

△3,247 貸倒引
当金 51,738

債務保
証損失
引当金
の繰入

1,210
債務保
証損失
引当金

19,210

債務保
証 16,980 ― ―

（注） 上記金額のうち、取引金額は消費税等を含んでおりません。
取引条件及び取引条件の決定方針等
1. 資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を決定しております。
2. 債務保証については、金融機関からの借入れにつき、保証を行っているものであり、市場金利等を考
慮した合理的な保証料を受領しておりますが、担保提供は受けておりません。

（3）役員及び個人主要株主等

種類
氏 名
又は
会社等
の名称

住所
資本金
又は
出資金
（千円）

職 業
又は
事業の
内 容

議決権
等の被
所有割
合(％)

関係内容
取引の
内 容

取引金額
（千円） 科目 期末残高

（千円）役員の
兼任等

事業上
の関係

役員 中 江
一 雄 ― ―

当社代
表取締
役社長

直接
0.2 ― ― 会員権

の譲受 10,000

会員権 4,350

差入保
証金 1,300

建物 3,743

土地 523

（注） 上記金額のうち、取引金額は消費税等を含んでおりません。
取引条件及び取引条件の決定方針等
会員権の譲受については、市場の実勢価格を勘案して決定しております。
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7. １株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 1,863円97銭
（2）１株当たり当期純利益 86円10銭

8. 記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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